
家庭科実践選書シリーズ

Plan Do See から批判的リテラシーの学びへ

新しい
問題解決学習

6

荒井紀子 
鈴木真由子 綿引伴子編著

1
家庭科実践選書シリーズ

Plan Do See から批判的リテラシーの学びへ

新しい
問題解決学習
荒井紀子 （福井大学教授）
鈴木真由子（大阪教育大学准教授）
綿引伴子（金沢大学准教授）編著

61

新刊 !

★今、最も注目される「批判的リテラシー」について考察した最新刊。問題解決学習をクリティカルに振り返っ
　て課題を確認し、批判的リテラシーを軸に子どもの思考を育むことをめざす具体的な提案です。
★新しい学習指導要領では、OECDが定義する主要能力（キー・コンピテンシー）が重視されています。
　キー・コンピテンシーと家庭科、キー・コンピテンシーと問題解決学習とのかかわりについて、ていねい
　に解説。
★理論だけでなく、Plan Do See をより発展させた「批判的リテラシー」による学びを取り入れた実践事例
　を、詳しく紹介。
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新学習指導要領で重視されている、OECDが定義する
主要能力：キー・コンピテンシーとは何か。
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